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§１．研究成果の概要 

 

本研究では，顔画像や個人照合を伴わないセンシングデータからでも，動作認識とデータ追跡

を可能とする．データを人・モノ・動作の特性へと因子分解することで，互いの影響を排除して認識

することを目指す．この技術の完成によって，公共空間やプライベート空間のように，個人特定が

許容されない空間にも採用ができるようになり，また，収集したデータも他に活用できるようになる． 

今年度はイス・ドア・ペンの 9 軸センサデータによる人間行動観測とそのタグを獲得するための

実験環境整備を行った．学内の倫理審査を受けて承認された上で，被験者実験を実施した．DNN

に直接時系列信号を入力することによって，ハンドクラフト特徴量の設計が必要でなくなった．解析

結果を整理して論文誌に投稿する準備を進めている． 
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